B-2:理論に基づく看護実践
提出する際は,黄色部分を削除してご提出ください.頂いたワードをそのままPDF化し,WEB抄録として掲載致します.

演題名・副題はMS明朝体の12ポイントで書いてください.
演題名（40文字以内）2行目に副題（40文字以内）を記入ください.
●●についての考察
△△に焦点をあてて

筆頭演者には名前の前に○をつけてください.共著者名はカンマでつなげてください.（6名まで記載可能です.）MS明朝体の10.5ポイントで書いてください.
演者氏名　○大阪　太郎1,大阪　花子1,2
所属機関名　1.□□大学 看護学部,2.△△病院 看護部

抄録本文はMS明朝体の10.5ポイント,合計1,000文字以下でご作成ください.
抄録本文
1．背景
ここでは，臨床で抱えている課題とその背景，看護実践の目的について記述してください

2．実践の枠組みとなった理論
ここでは，目的を達成するためのガイドとして選択した理論，その理論を選択した理由，その理論の概要について記述してください

[bookmark: _Hlk49247051]3．具体的なケア計画（ケアモデル）の構築方法
ここでは，選択した理論を枠組みとしながら，どのような手順で具体的なケア計画（ケアモデル）を作成したのかついて記述してください

4．具体的なケア計画（ケアモデル）の概要
ここでは，選択した理論を枠組みとして構築した具体的なケア計画（ケアモデル）について，その概要を記述してください

5．実践の結果
ここでは，ケア計画（ケアモデル）に基づいた看護実践の実際と，得られたアウトカムについて記述してください

6．考察
ここでは，実践の結果から，構築したケア計画（ケアモデル）の効果や改善点について記述してください


